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結成された『宗像大社氏子青年会』の会員面々

一
三
月
二
十
七
日
、
当
大
社
清
明
殿

ー
で
『
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
』
（

ー
通
称
：
宗
像
オ
ガ
チ
の
会
）
の
設
立

ー
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ー
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
に
象
徴
さ

ー
れ
る
日
本
の
豊
か
さ
は
物

一
質
面
に
偏
り
、
精
神
的
な

ー
文
化
や
伝
統
、
歴
史
な
ど

ー
の
人
と
し
て
の
心
の
拠
り

二
所
と
な
る
基
盤
を
切
り
捨

]
て
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

[
日
本
人
と
し
て
の
心
だ
け

ー
で
な
く
、
自
分
が
何
者
で

ー
あ
り
ど
の
よ
う
な
人
間
で

ー
あ
る
べ
き
か
さ
え
見
失
い

ー
つ
つ
あ
る
現
在
、
今
一
度

ー
原
点
に
立
ち
返
り
、
地
域

ー
の
文
化
や
伝
統
・
歴
史
に

ー
つ
い
て
再
認
識
し
、
次
代

巣穴のオガチ（オオミズナギドリ）

ー
の
子
供
た
ち
へ
『
日
本
人
の
心
』

ー
を
伝
え
る
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
宗

ー
像
大
社
の
祭
事
等
へ
の
奉
仕
活
動
に

ー
参
加
し
な
が
ら
、
神
徳
の
発
揚
に
寄

一
与
す
る
と
共
に
自
分
自
身
を
見
つ
め
、

宗
像
大
社
氏
子
青
年
会

通
称宗

像
オ
ガ
チ
の
会
結
成

宗

I 
〇毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時

高宮祭
第二宮・第三宮祭

引き続き

宗像護国神社
月命日祭(1 日）
遥拝（15日）

午前1 1 時

総社祭

浦安舞奉奏（1 日）
豊栄舞奉奏（15日）

05日午前11 時
五月・浜宮祭

午前10時30分

浜宮祭
於・・宗像市神湊浜宮

午前11 時

五月祭
於…甜象市江口五月宮

027日
沖津宮現地大祭

午前 6時大島港出港

於・沖ノ島沖津宮

5月祭事暦

西
暦
千
九
百
年
、
明
治
三
十
三
年
五

月
十
日
、
宮
中
賢
所
大
前
に
於
い
て
当

時
の
皇
太
子
殿
下
（
後
の
大
正
天
皇
）

と
九
条
節
子
姫
の
御
成
婚
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
御
成
婚
の
御
慶
事
を
記
念
し
て
、

翌
年
明
治
三
十
四
年
よ
り
東
京
大
神
宮

を
初
め
と
し
て
全
国
の
神
社
で
神
前
結

婚
式
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

神
前
で
行
わ
れ
る
婚
礼
儀
式
は
比
較
的

新
し
く
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
我
が
国
で

は
古
来
よ
り
家
庭
の
床
の
間
に
伊
葬
那
岐

命
伊
葬
那
美
命
の
御
神
名
の
掛
け
軸
を
飾

り
、
そ
の
前
に
米
•
お
酒
・
塩
·
水
を
供
え
、
お

供
え
し
た
御
神
酒
を
三
三
九
度
に
よ
り
新

郎
新
婦
が
戴
く
こ
と
に
よ
っ
て
夫
婦
の
契

り
が
結
ば
れ
る
と
い
う
信
仰
が
あ
っ
た
。
よ

っ
て
家
庭
か
ら
神
社
へ
と
式
場
が
移
っ
た

だ
け
で
あ
り
、
現
在
の
神
前
結
婚
式
は
、
家

庭
に
お
け
る
婚
儀
の
形
や
作
法
を
集
大
成

し
我
が
国
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
継
承
し

た
も
の
と
捉
え
る
事
が
で
き
る
。

戦
後
（
一
九
四
五
年
）
よ
り
チ
ャ
ペ
ル
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ
の
勢
い
が
増
し
、
現
在
に
至

っ
て
は
六
割5
七
割
に
ま
で
達
す
る
。

今
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
数
は
明
治
時

代
か
ら
一
％
も
増
え
て
い
な
い
と
い
う
。

だ
と
す
る
と
、
今
の
日
本
人
は
見
た
目
の

華
や
か
さ
の
み
で
重
要
な
儀
式
を
選
ん

で
い
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
人
と
し
て
や

は
り
祖
先
か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た
神
前

に
於
い
て
の
結
婚
式
を
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
勧
め
て
い
き
た
い
。(S
.
F
)神具・装束

令井 六
肉

結婚式場調度品
福岡店〒812-004- 5福岡市博多区東公園2-31

篭話福岡(Oq2)65 I _q4-56番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
需話 (075)3 4- 1-33 4- 1 （代）～4番

(075)3 4- 3-33 4- 1 番

本

木組の家 匠の技

株式会社女江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元 1025 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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日
本
人
と
し
て
の
心
を
考
え
、
豊
か
な
一
の
会
も
宗
像
大
社
・
宗
像
地
域
が
、
羽

宗
像
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
ー
ば
た
く
た
め
の
木
の
枝
・
岩
の
役
割
を

に
設
立
さ
れ
た
。
一
担
い
、
宗
像
地
域
が
飛
躍
す
る
よ
う
願

通
称
名
と
さ
れ
た
『
宗
像
オ
ガ
チ
の
一
い
を
込
め
こ
の
通
称
に
決
め
ら
れ
た
。

会
』
の
「
オ
ガ
チ
」
と
は
ミ
ズ
ナ
ギ
ー
ニ
月
十
一
日
に
設
立
準
備
委
員
会
を

ド
リ
科
の
海
鳥
で
、
学
名
は
オ
オ
ミ
ズ
一
発
足
し
、
幾
度
の
会
議
を
重
ね
今
回
の

ナ
ギ
ド
リ
（
大
水
薙
鳥
）
と
い
う
。
当
一
発
会
に
至
っ
た
。
本
会
の
会
員
は
趣
旨

大
社
、
沖
津
宮
の
鎮
座
す
る
沖
ノ
島
を
一
に
賛
同
す
る
満
十
八
歳
か
ら
五
十
歳
ま

繁
殖
地
と
し
て
生
息
し
、
天
然
記
念
物
一
で
の
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
地
面
に
巣
穴
を
一
初
代
会
長
に
は
吉
武
邦
彦
氏
が
選
出
さ

掘
り
生
活
し
、
飛
立
つ
際
に
は
木
の
枝
ー
れ
る
と
共
に
、
＋
名
の
役
員
が
選
任
さ

や
岩
を
滑
り
降
り
る
勢
い
を
利
用
し
な
一
れ
た
。

け
れ
ば
羽
ば
た
け
な
い
鳥
で
あ
る
。
こ
ー
設
立
に
際
し
て
は
宗
像
市
の
青
年
を
中

心
に
四
十
一
名
の
有
志
が
集
い
、

設
立
総
会
終
了
後
に
は
役
員
に

対
し
て
神
島
宮
司
よ
り
委
嘱
状

が
渡
さ
れ
、
そ
の
後
斎
館
に
て

賑
や
か
に
直
会
が
催
さ
れ
た
。

今
後
は
、
神
道
及
び
宗
像
の

歴
史
・
文
化
伝
統
に
つ
い
て
の

勉
強
会
を
積
み
頂
ね
、
宗
像
大

社
の
春
・
秋
大
祭
を
始
め
年
問

祭
事
に
奉
仕
し
な
が
ら
、
神
社

と
地
元
住
民
が
一
体
感
を
持
て

る
祭
事
に
つ
い
て
研
究
し
、
宗

像
大
社
を
中
心
と
し
た
『
ま
ち

づ
く
り
』
に
貢
献
し
、
地
域
に

誇
り
を
持
て
る
人
づ
く
り
が
出

来
る
よ
う
、
会
員
一
同
情
熱
に

燃
え
て
い
る
。

春
季
大
祭
斎
行

ー
四
月
一
．
―
-
日
の
両
日
、
春
季
大
祭

ー
が
斎
行
さ
れ
た
。
例
年
で
あ
る
と
境
内

ー
の
桜
は
満
開
だ
が
、
本
年
は
桜
の
開
花

ー
が
遅
く
ま
だ
数
輪
し
か
咲
い
て
い
な
か

一
っ
た
が
、
春
の
陽
気
の
中
、
境
内
は
多

ー
く
の
氏
子
・
崇
敬
者
等
で
賑
わ
っ
た
。

ー
四
月
一
日
午
前
十
一
時
、
神
島
宮
司

ー
以
下
神
職
、
氏
子
奉
幣
使
、
鎮
国
寺
立

一
部
祐
道
住
職
、
風
俗
舞
奉
仕
者
、
浦
安

ー
舞
奉
仕
者
、
総
代
等
が
斎
館
正
面
玄
関

ー
前
庭
に
列
立
し
、
本
殿
へ
参
進
。
神
島

一
宮
司
が
国
家
鎮
護
・
皇
室
安
泰
・
五
穀

一
豊
穣
を
祈
念
す
る
祝
詞
奏
上
、
続
い
て

ー
氏
子
会
を
代
表
し
大
嶋
和
敏
氏
（
福
津

―
市
東
福
間
）
が
奉
幣
詞
を
奏
上
し
た
。

の
＿
そ
の
後
、
保
存
会
の
御
奉
仕
に
よ
り
、

桜
一

内
一境
一
宮
中
舞
楽
の
手
振
り
を
伝
え
る
『
主
碁

こt
 

っ
一
地
方
風
俗
舞
』
、
更
に
玄
海
中
学
校
女

な
＿止

—
子
生
徒
に
よ
る
『
浦
安
舞
』
が
見
事

こ
＿
に
奉
納
さ
れ
、
春
を
告
げ
る
神
苑
に
悠

満
一

r
 日

ー
遠
な
平
安
絵
巻
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

後数
一が

一
ま
た
祭
典
後
に
は
、
祈
願
殿
内
の
空
調

ゴ
ー
設
備
工
事
を
手
懸
け
ら
れ
た
、
（
株
）
九
電

ヵな
ー
エ
仲
摩
史
朗
福
岡
北
営
業
所
長
に
、
神
島

ゎ
一宰

一
宮
司
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

T
 填

一
翌
二
日
は
、
午
前
十
一
時
よ
り
二
日

.
r
 

花
一開
一
祭
が
斎
行
さ
れ
、
海
上
安
全
、
大
漁
満

こ5
一
足
が
祈
念
さ
れ
た
。
祭
典
後
、
引
き
続

ま
ーり

一
き
三
月
に
皇
室
に
献
上
さ
れ
た
『
若
布
』

祭
―這

ー
を
、
二
月
末
か
ら
採
取
さ
れ
た
奉
仕
者

T
 今

＿
に
対
し
、
当
大
社
よ
り
感
謝
状
と
記
念

年
―
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十二単をまとった地元中学生による浦安舞 (1 日）

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
高
宮
、
第
二
宮
、
第
一
―
一
宮
、
一

宗
像
護
国
神
社
へ
と
、
宮
司
以
下
各
神
一

職
・
参
列
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
場
へ
進
一

み
、
各
所
で
春
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
一

宗
像
護
国
神
社
祭
で
は
、
福
岡
県
護
一

国
神
社
影
山
宮
司
、
宗
像
•
福
津
両
市
一

の
追
族
を
は
じ
め
―
1
0
余
名
が
参
列
一

す
る
中
、
護
国
の
英
霊
を
お
慰
め
申
上
一

げ
る
と
共
に
、
追
族
並
び
に
両
市
民
の
一

弥
栄
が
祈
念
さ
れ
た
。
一

同
刻
儀
式
殿
に
於
い
て
は
、
交
通
安
一

全
講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、
講
員
皆
様
の
｛

今
年
一
年
の
交
通
安
全
が
祈
念
さ
れ
た
。
一

午
後
二
時
か
ら
は
、
本
殿
に
於
い
て
献
一

茶
祭
が
行
わ
れ
日
頃
熱
心
に
茶
道
を
学
一

ん
だ
当
大
社
巫
女
が
、
南
坊
流
の
獣
紗
一

さ
ば
き
も
爽
や
か
に
御
手
前
を
披
露
し
た
。
一

か
く
し
て
三
日
間
に
亘
る
春
季
大
祭
一

も
無
事
斎
行
さ
れ
、
春
の
一
大
神
事
も
一

滞
り
無
く
終
了
し
た
。
一

こ
の
春
季
大
祭
で
あ
る
が
、
昭
和
三
0
年
一

代
ま
で
は
、
春
の
こ
の
時
期
に
当
大
社
所
蔵
一

の
御
神
宝
・
古
文
書
を
虫
干
し
し
一
般
に
一

公
開
す
る
祭
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
一

秋
の
『
放
生
会
』
に
対
し
『
保
存
会
』
一

と
称
し
、
人
々
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
た
。
一

昭
和
三
十
九
年
の
『
宝
物
殿
』
竣
ー

工
に
伴
い
、
保
存
会
の
呼
称
も
消
え
て
一

い
っ
た
が
、
今
も
昔
も
こ
の
保
存
会
（
一

現
1
1
春
季
大
祭
）
の
時
期
は
、
神
郡
宗
一

像
に
春
を
告
げ
る
行
事
と
し
て
多
く
の
人
々
一

が
境
内
に
足
を
連
ん
で
い
る
。
一

i
竣

i
社神国腹

-
1
1
 

宗

舞
一

俗
一

風
一

方
―

地
一

基
一

主
一

主
基
地
方
風
俗
舞
奉
仕
者

石
津
典
秀
（
歌
方
）

岩
佐
洋
一
（
＂
）

吉
田
敏
幸
（
＂
）

花
田
安
輝
（
＂
）

吉
武
倫
彦
（
舞
方
）

中
野
正
徳
（
＂
）

福
崎
武
志
（
＂
）

深
田
龍
介
（
＂
）

瀧
安
舞
奉
仕
者

北
原
し
お
り

嶺
沙
知
江

山
口
す
み
れ

吉
武

舞

宗像護国神社春季大祭
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

.. . ー・1..’'攣 l ーらL--·, 

感謝状を受け取る若布採取者 (2 日）

で，＿．—ロ

感謝状を受け取る（株）九電工仲摩史朗福岡北営業所長当大社巫女による御手前 (2 日・献荼祭）



ー
開催の御案内

2005年（平成17年）は、日本海海戦100周年にあたります。

100周年を迎えるにあたり宗像大社では、この海戦の歴史的意義等をできる限リ多くの人々に再認識して

いただきたいと願い、 『亜細亜の夜明け～日本海海戦100周年特別展』を開催することとなりました。

極めて厳しい情勢下で危機を克服、我国の自存自衛を全うし、国際社会にその地位を高め、今日に

至る繁栄の基礎を築いた先人達に学び、自信と誇りを回復し、混迷を続ける現状を打開して活力ある

国づくりを図り、併せて日露両国の戦没者を慰霊し信頼と友好を促進することを目的としております。

この海戦での勝利とは、有色人種が白色人種に歴史上初めて勝利した瞬間であり、当時世界中に衝

撃を与えました。そして、ポーランド ・ フィンランドの独立、トルコ革命、アメリカの黒人差別撤

回運動、世界各地で欧米からの植民地支配独立運動へと繋がっていくきっかけを与えた勝利でもあり

ます。

「皇国 （日本） の興廃、この一戦にあリ。 各員一層奮励努力せよ」 と、我国の未来に命をかけ

て戦った先人達に思いを馳せ、御来館下さいますよう、ご案内申し上げます。

Z信号旗

会 場宗像大社神宝館

会期 4月29日（祝） ~ 6月 26日（日）

開館時間 9:00~16:30 （入館は16:00まで）

拝観料平常通り

大人＝ 500円

高・大学生＝ 300円

中学生以下＝ 200円

幼児＝無料

団体15名以上で 1 名に付100円引

三笠船橋の図（三笠保存会所蔵）
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献上用の若布を奉製する神職・巫女

平成 17年5月 1 日日曜日

前
々
日
に

福
岡
沖
地
震
発
生
も
、
滞
り
無
く

皇
室
へ
若
布
を
献
上

—＝可l

L— 

第
四
十
二
回
「
わ
か
め
若
布
献
上
の
儀L— 

一
三
月
二
十
三
日
（
水
）
神
島
宮
司
、
一

一
漁
協
関
係
者
ら
が
宮
中
へ
参
内
し
、
天
堅
・
一

一
臭
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
、
一

一
賢
所
、
三
笠
宮
家
へ
、
早
春
の
玄
界
灘
ー

一
産
の
若
布
を
献
上
申
し
上
げ
た
。

一
若
布
は
海
洋
神
事
奉
賛
会
（
宗
像
・
一

一
鐘
崎
・
津
屋
崎
の
三
漁
協
で
構
成
）
会
一

一
員
が
、
寒
風
肌
刺
す
玄
界
灘
で
三
月
一
ー

一
日
か
ら
採
取
し
奉
納
、
そ
れ
を
神
職
・
一

一
巫
女
が
形
を
整
え
規
定
の
量
を
袋
に
納
め
、
一

一
献
上
用
若
布
と
し
て
奉
製
さ
れ
た
。
一

一
今
年
の
若
布
は
、
当
初
順
調
に
生
育
一

ー
し
て
い
た
が
、
二
月
下
旬
の
時
化
に
よ
ー

ー
り
漁
（
採
取
）
に
出
る
こ
と
が
出
来
一

ー
ず
、
さ
ら
に
若
布
の
『
芽
』
も
流
れ
て
一

ー
し
ま
っ
た
。
一
時
は
ど
う
な
る
こ
と
か
一

一
心
配
し
た
が
、
海
水
温
度
が
低
か
っ
た
一

ー
こ
と
が
幸
い
し
そ
の
後
順
調
に
生
育
、
一

ー
サ
イ
ズ
の
大
き
い
も
の
は
少
な
か
っ
た
一

ー
も
の
の
、
昨
年
よ
り
色
合
い
も
鮮
や
か
で
、
一

一
磯
の
香
り
が
強
い
良
質
の
も
の
と
な
っ
た
。
一

一
若
布
は
準
備
出
来
た
も
の
、
献
上
前
々
一

一
日
の
二
十
日
（
日
）
午
前
十
時
五
十
―
―
―
―

一
分
福
岡
市
の
北
西
約
一
0
キ
ロ
を
震
源
一

ー
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
の
強
い
地
一

一
震
が
発
生
。
報
道
の
通
り
、
玄
界
島
を
一

ー
中
心
に
被
害
が
発
生
し
た
。
宗
像
地
方
一

ー
も
農
度
五
弱
で
あ
っ
た
が
、
大
き
な
被
一

ー
害
は
な
か
っ
た
。

一
そ
し
て
上
京
当
日
、
地
震
は
若
布
献
一

一
上
に
支
障
な
か
っ
た
が
、
県
民
感
情
に
一

配
慮
し
例
年
福
岡
空
港
で

行
う
、
当
大
社
巫
女
か
ら

全
日
空
（
株
）
客
室
乗
務

員
へ
若
布
を
手
渡
す
セ
レ

モ
ニ
ー
の
中
止
を
決
定
し

た
。献

上
者
一
行
は
若
布
と

共
に
一
路
空
路
上
京
。
翌

日
の
二
十
三
日
午
前
十
時
、

神
島
宮
司
、
随
行
神
職
、

花
田
経
廣
氏
、
村
田
繁
美

氏
四
人
が
、
坂
下
門
か
ら

宮
中
へ
参
内
。

と
ど
さ

＋
時
掌
典
職
に
神
島

宮
司
が
若
布
献
上
で
参

こ
ん
じ
ょ
う

内
の
旨
を
言
上
、
同
掌

典
を
通
じ
て
『
賢
所
』
へ
献
上
申
し
—

上
げ
た
。

続
い
て
、
大
滝
侍
従
へ
挨
拶
に
伺
い
、
一

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
献
上
申
し
上
げ
た
。
一

南
掌
典
職
案
内
の
も
と
、
神
島
宮
司
一

が
記
帳
を
行
い
、
『
宮
中
三
殿
』
参
拝
ー

の
栄
を
賜
り
宮
中
で
の
献
上
の
儀
を
滞
一

り
な
く
終
え
た
。
―

宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
東
宮
へ
向
か
い
、
一

野
本
東
宮
侍
従
を
通
じ
て
皇
太
子
・
同
一

妃
両
殿
下
へ
献
上
申
し
上
げ
、
更
に
坂
一

倉
三
笠
宮
付
宮
務
官
を
通
じ
て
三
笠
宮
一

家
へ
も
献
上
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
平
成
一

十
七
年
『
若
布
献
上
の
儀
』
は
滞
り
無
一

く
終
了
し
た
。

本
年
の
若
布
献
上
者
は
左
記
の
通
り
。

宗
像
大
社宮

司
神
島
定

権
禰
宜
大
塚
宗
延

宗
像
漁
業
協
同
組
合
（
本
所
）

組
合
長
花
田
経
廣

宗
像
漁
業
協
同
組
合
（
地
島
支
所
）

代
表
理
事
村
田
繁
美

尚
、
本
年
の
若
布
献
上
の
際
し
、
格

別
の
御
玄
抜
歪
賜
り
ま
し
た
出
光
興
産
（
株
）
、

全
日
本
空
輸
（
株
）
を
は
じ
め
、
多
数

の
方
々
に
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

京
依
大
社
氏
壬9
9t肴

早
禾
採
集

玄
界
灘
粁
産
わ
か
の

索
像
大
社
てa
神
あ
一
定

若布には目録が添えられ、杉箱に納め献上される
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新人紹介巴巴9竺主竺9亨： I
まつばやした＜

①松林拓 ⑤サッカー、合気道
②昭和55年 11月 2 日 ⑥社家の生まれではありませんが、国史学を

(24歳） 学ぶうちに、日本の歴史は神道なしには語
③福岡市西区今宿 れないと気付き、神職を志し、この度日本

でも最古の神社である宗像大社に奉職する
④中村学園三陽高 ことが出来ました。今後は、宗像大神様に
奈良大学文学部史学科 お仕えし、いろいろ学び、皆様のお役に立
圃學院大學神道学専攻科 ちたいと考えております。

.................................................................................................................................................. 

職 I 碍鼻U謳 塁言二年2月 12 日 霊::O)~悶］こ）あ：扇ぷ后ば己レとして生
灸＼ （22歳） まれ、今春より宗像大社に奉職致しました。

③長崎県壱岐市 身長 l82センチ、体重80キロ、足は29セン
チと大きいだけの不器用な男ですが、大神

④壱岐商業 様のために一生懸命頑張りますので、よろ
國學院大學文学部神道学科 しくお願い致します。

神

巫
女

やまと はるな

①大和春奈

②昭和58年3月 25 日

(22歳）

③宗像市日の里

④玄界高

福岡大学経済学部経済学科
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• きはら まさこ

①木原晶子 ⑥通勤距離が遠いですが、是非宗像大社の
②昭和61年7月 18 日 巫女さんがやってみたくて奉職しました。

(1 8歳） 今は電車、バス通勤ですが、はやく車の

③福岡市東区香椎 免許を取得し、車で通いたいです。

④宇美商業高

⑤華道（池坊流）、早起き
.................................................................................................................................................. 

玲 おがたまさみ

\、苔ゎ ①小方麻紗美 ⑤ソフトボール、電卓(1 級）、ワープロ (2級）
②昭和61年 1 1 月 13 日 ⑥周りに巫女さんに憧れている友人が多く、

(18歳） 私もその一人でした。まだ何も分かりま
③宗像市池浦 せんが、一日も早く仕事を覚え、皆様の

④折尾愛真高
お役に立ちたいです。

⑤テニス、水泳

⑥東郷の『大和寿司』の一人娘です。以
前から、巫女という職をしてみたかった
ので、今後一日も早く仕事を憶えお役に

立ちたいと思います。

.................................................................................................................................................. 

—‘ てらしま ちかこ

①寺嶋千賀子
②昭和61年 12月 4 日

(18歳）

③福津市須多田

④水産高

いしづ のりひで

①石津典秀
②昭和28年3月 8 日

(52歳）

③宗像市吉田

④東海大五高、宗像農協

⑤和太鼓、書道 (8段）、簿記 (3級）

⑥他の神社でアルバイトをしていて、巫女
になりたいと思いました。理想の巫女さ
ん目指して頑張ります。

⑤カラオケ

（主埜地方風俗舞保存会では歌方を担当）

⑥地道にコッコツ努力して、神社のお

役にたちたい。
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資
料
館
で
市
民
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
一

書
籍
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
尋
常
小
一

学
讀
本
巻
十
二
（
文
部
省
•
明
治
四
一

三
年
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
「
日
本
海
一

海
戦
」
が
出
て
い
た
。
今
年
は
こ
の
一

大
海
戦
か
ら
百
年
目
(
-
九
0
五
）
一

に
あ
た
り
、
大
社
で
は
そ
の
記
念
行
一

事
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
書
店
に
も
関
一

連
の
書
籍
も
多
く
目
に
つ
く
よ
う
で
一

あ
る
。
全
文
を
載
せ
よ
う
と
思
っ
た
一

が
字
数
に
制
限
が
あ
り
、
後
半
は
略
ー

し
た
。
讀
本
は
旧
漢
字
で
あ
る
た
め
一

常
用
漢
字
に
直
し
た
。
一

第
二
課
日
本
海
海
戦
一

露
国
が
連
敗
の
勢
を
回
復
せ
ん
為
、
一

本
国
に
於
け
る
海
軍
の
幾
ん
ど
全
勢
一

を
挙
げ
て
組
織
せ
る
太
平
洋
第
ニ
・
一

第
三
艦
隊
は
、
朝
鮮
海
峡
を
経
て
ウ
ー

ラ
ヂ
オ
ス
ト
ッ
ク
に
向
は
ん
と
す
。
一

我
が
海
軍
は
初
よ
り
敵
を
近
海
に
迎
一

ヘ
撃
つ
の
計
を
定
め
、
全
力
を
朝
鮮
一

海
峡
に
集
中
せ
し
が
、
遂
に
之
も
会
一

い
し
い
た
だ
し

し
て
、
世
界
史
上
空
前
な
る
大
海
戦
一

と
な
り
。

明
治
三
十
八
年
五
月
二
十
七
日
午
ー

前
五
時
、
哨
艦
信
濃
丸
は
「
敵
艦
見
ゆ
」
。
一

と
報
告
す
。
東
郷
司
令
長
官
は
直
ち
一

に
全
軍
に
出
動
を
命
じ
、
先
づ
小
軍
一

艦
を
し
て
敵
艦
隊
を
沖
島
附
近
に
誘
一

ぴ
寄
せ
し
む
。

「
皇
国
の
興
廃
此
の
一
戦
に
あ
り
、
一

各
員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ
」
。
と
の
一

信
号
旗
が
戦
闘
旗
と
共
に
我
が
旗
艦
一

三
笠
に
か
か
げ
ら
れ
た
る
は
午
前
一
ー

時
三
十
分
に
し
て
、
東
郷
司
令
長
官
一

は
三
笠
以
下
六
隻
の
主
戦
艦
隊
を
率
一

ゐ
て
、
上
村
艦
隊
と
共
に
先
頭
に
あ
ー

る
敵
の
主
力
に
常
り
、
片
岡
・
出
羽
・
一

瓜
生
・
東
郷
（
少
将
）
の
諸
隊
は
敵
一

の
後
尾
を
つ
く
。
―

敵
の
先
頭
部
隊
は
直
ち
に
砲
火
を
一

開
始
せ
し
が
、
六
千
メ
ー
ト
ル
に
近
一

づ
き
て
始
め
て
応
戦
し
、
は
げ
し
く
一

敵
を
砲
撃
せ
し
か
ば
、
敵
の
艦
列
忽
一

ち
乱
れ
、
早
く
も
戦
列
を
離
る
A

も
一

の
あ
り
。

風
号
び
海
怒
り
て
、
波
浪
山
の
如
一

く
な
れ
ど
も
、
熟
練
な
る
我
が
砲
手
一

は
物
と
も
せ
ず
、
打
出
す
砲
弾
よ
く
一

命
中
し
て
、
敵
艦
続
々
火
災
を
起
し
、
一

火
煙
海
を
お
ほ
び
て
敵
を
包
め
り
。
一

時
に
午
後
一
一
時
四
十
五
分
、
勝
敗
の
一

数
は
既
に
定
ま
れ
り
。
敵
は
か
な
は
一 じ

と
、

に
は
か
に
路
を
変
へ
て
逃
れ

去
ら
ん
と
せ
り
。
我
は
急
に
其
の
前

路
を
さ
へ
ぎ
り
て
攻
撃
せ
し
か
ば
、

敵
の
諸
艦
皆
多
大
の
損
害
を
受
け
、

続
い
て
我
が
駆
逐
艦
よ
り
二
回
の
水

雷
攻
撃
を
受
け
て
、
敵
の
両
旗
艦
は

遂
に
沈
没
し
、
其
の
他
に
も
相
つ
い

で
沈
没
せ
る
も
の
多
し
。
夜
に
入
り
て
、

我
が
駆
逐
隊
・
水
雷
艇
隊
は
砲
火
を
く
ゞ

つ
て
敵
艦
に
せ
ま
り
、
無
一
一
無
三
に

攻
撃
せ
し
か
ば
敵
艦
隊
は
四
分
五
裂

の
有
様
と
な
れ
り
。
明
る
く
な
れ
ば

二
十
八
日
天
よ
く
晴
れ
て
海
波
静
か

な
り
。
我
が
艦
隊
は
東
郷
司
令
長
官

の
命
に
よ
り
、
欝
陵
島
付
近
に
集
り

て
敵
を
待
ち
し
が
、
東
方
に
常
り
て
、

は
る
か
に
数
条
の
黒
煙
を
見
る
。
よ

り
て
主
艦
隊
及
び
巡
洋
艦
隊
は
東
方

に
向
っ
て
、
其
の
進
路
を
ふ
さ
ぎ
、

片
岡
・
瓜
生
・
東
郷
の
諸
隊
は
其
の

退
路
を
絶
ち
、
午
前
十
一
時
三
十
分

全
く
敵
を
包
囲
せ
り
。
敵
今
は
逃
れ

ぬ
と
こ
ろ
と
覚
悟
し
た
り
け
ん
。
ネ

ボ
カ
ト
フ
少
将
は
白
旗
を
か
~
げ
、

戦
艦
ニ
コ
ラ
イ
一
世
以
下
四
隻
を
挙

げ
て
其
の
部
下
と
共
に
降
服
せ
り
。

敵
の
指
令
長
官
ロ
ジ
ェ
ス
ト
ウ
ェ
ン

ス
キ
ー
中
将
は
昨
日
の
戦
闘
に
傷
を

負
び
、
幕
下
と
共
に
一
駆
逐
艦
の
漣
．

陽
炎
の
二
隻
に
追
撃
せ
ら
れ
、
遂
に

捕
へ
ら
れ
る
A

に
至
れ
り
（
後
略
）
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宗
像
市
池
田
森
龍
子

な
ゐ地

痕
に
揺
れ
棚
よ
り
こ
ろ
が
り
落
ち
し
箱
夫
の
癖
あ
る
文
字
書
か
れ
あ
り

（
評
）
福
岡
地
方
に
は
無
い
と
信
じ
て
い
た
私
達
に
衝
撃
を
与
え
た

3

月
2
0

日
の
地
震
。
し
か

し
作
者
は
そ
の
地
震
に
よ
り
亡
き
夫
の
癖
の
あ
る
文
字
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
。
ミ
ス
マ
ッ
チ
と

も
言
え
る
遡
遁
、
そ
こ
に
詩
が
成
立
し
た
。

宗
像
市
東
郷
山
口
節
子

校
庭
に
植
ゑ
て
あ
る
木
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
と
先
づ
教
へ
ら
れ
し
小
学
一
年

（
評
）
新
入
生
が
先
づ
教
え
ら
れ
た
の
が
プ
ラ
タ
ナ
ス
、
こ
れ
も
思
い
も
よ
ら
ぬ
組
合
せ
の
面
白

さ
で
あ
る
。宗

像
市
大
島
杉
田
鵬
子

合
併
は
間
近
し
友
へ
の
手
紙
書
く
村
と
言
ふ
字
に
思
び
を
こ
め
て

宗
像
市
大
島
越
智
治
子

百
羽
余
の
鴎
は
大
空
か
け
て
ゆ
く
春
に
は
寒
き
風
の
吹
く
朝

（
評
）
杉
田
さ
ん
は
大
島
と
言
う
村
の
無
く
な
る
寂
し
さ
を
主
情
濃
く
詠
い
。
越
智
さ
ん
は
、
下

句
を
「
村
の
無
く
な
る
朝
の
風
に
」
と
詠
み
替
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
去
っ
て
ゆ
く
餡
た
ち
に

託
し
て
島
に
対
す
る
愛
惜
の
情
と
風
物
を
詠
っ
て
い
る
。

宗
像
市
曲
天
野
玲
子

安
売
り
の
バ
ナ
ナ
買
い
過
ぎ
気
が
つ
け
ば
果
物
篭
に
色
変
り
お
り

（
評
）
老
い
は
悲
し
い
な
ど
と
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
老
の
寂
し
さ
と
、
う
つ

ろ
い
で
あ
る
。宗

像
市
大
井
木
原
ふ
さ
子

開
山
よ
り
百
二
十
余
代
と
ふ
寺
の
鰐
口
の
鈴
振
れ
ど
も
嗚
ら
ず

（
評
）
徳
川
1
5
代
が
約

2
6
0

年
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
1
2
0

余
代
と
言
え
ば
千
年

を
超
え
る
歴
史
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
古
刹
の
由
緒
あ
る
古
き
鰐
口
で
あ
る
。

宗
像
市
朝
野
藤
井
浩
子

「
老
人
は
死
ぬ
ん
で
す
よ
」
風
邪
の
わ
れ
医
者
の
言
葉
に
愕
然
と
す
る

（
評
）
風
邪
は
万
病
の
も
と
の
言
葉
を
知
ら
な
い
作
者
で
は
な
い
が
、
健
康
に
か
ま
け
て
高
を
括

っ
て
い
た
こ
と
の
反
省
と
驚
き
の
歌
で
あ
る
。

第
五
二
五
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日メ
切

福
津
市

在
佐
々
木
和
彦

若
き
日
の
こ
と
く
立
漕
ぎ
す
る
こ
と
も
な
く
自
転
車
で
坂
の
ぼ
り
ゆ
く

（
評
）
原
作
の
二
句
の
破
調
を
直
し
た
が
、
こ
こ
に
は
健
な
る
ゆ
を
の
老
い
へ
の
移
行
の

寂
し
さ
が
具
体
に
詠
わ
れ
て
い
る
。

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

病
院
で
見
圃
き
せ
し
こ
と
忘
れ
た
し
わ
が
家
の
庭
に
春
の
雪
降
る

（
評
）
こ
の
一
首
は
、
見
聞
き
し
た
も
の
を
具
体
に
は
述
べ
ず
読
む
者
の
想
像
に
委
せ
、
結
句

に
春
の
雪
を
持
っ
て
来
て
イ
メ
ー
ジ
に
ぴ
ろ
が
り
と
奥
行
き
を
与
え
技
巧
的
で
あ
る
。

浮
羽
市
浮
羽
向
則
正

買
い
お
き
て
車
に
入
れ
い
し
ス
ト
ッ
ク
の
ド
ア
を
開
く
れ
ば
強
き
香
の
す
る

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

一
人
居
の
つ
れ
づ
れ
に
ふ
と
思
い
出
す
夫
歌
い
い
し
「
同
期
の
桜
」

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

あ
り
し
日
の
父
に
編
み
た
る
毛
糸
帽
汗
に
じ
み
し
を
そ
の
ま
ま
し
ま
ふ

宗
像
市
田
野
森
つ
る
の

故
郷
は
春
潮
の
遠
く
干
く
頃
よ
貝
堀
り
て
ゐ
し
日
思
び
出
し
を
り

宗
像
市
田
野
森
甲
子

ち
ち舅

が
植
ゑ
姿
つ
く
り
し
庭
の
梅
遠
き
浄
土
に
香
り
届
け
た
し

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

晴
れ
て
来
し
朝
の
光
の
庭
に
出
て
暗
く
郊
の
初
音
を
聞
き
ぬ

宗
像
市
日
の
里
石
松
知
子

冬
空
に
球
打
つ
音
を
び
び
か
せ
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
友
と
競
り
合
う

宗
像
市
神
湊
安
永
久
子

か
つ
て
な
き
激
震
に
心
お
の
の
き
ぬ
娘
の
ぬ
く
も
り
の
腕
に
身
を
寄
せ

選
者
詠

ぐ
づ
ぐ
と
風
邪
癒
え
ぬ
日
々
新
皿
に
「
さ
く
ら
便
り
」
の
載
る
べ
く
な
り
ぬ

九
州
は
雨
で
し
た
か
と
吉
野
び
と
明
B

の
祭
り
の
天
気
を
案
ず

咲
き
そ
め
の
色
う
び
う
び
し
み
吉
野
の
馴
染
み
の
さ
く
ら
頬
撫
で
く
れ
て

自

宗
像
市
光
岡
白
土

桜
咲
き
心
も
な
f
J
む
烏
の
声

宗
像
市
光
岡
井
上

花
吹
雪
浴
び
て
若
駒
跳
ね
に
け
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

春
宵
の
背
中
突
き
上
ぐ
余
媒
か
な

宗
像
市
東
郷
宗
風
社
俳
句
会

吉
武
湧
水

凍
り
つ
く
硯
の
水
や
事
始
め吉

田

冬
空
に
一
線
引
き
て
飛
行
雲田

中

立
春
や
雫
し
て
亀
浮
き
上
る木

原

如
月
や
黄
砂
と
花
粉
相
遅
れ
て

箪
四
[
[
口
謬
戸

り
ま
し
た
。
密
所
（
宮
中
三
殿
）
参
拝
の

栄
を
賜
り
、
そ
こ
で
は
大
学
卒
業
式
以
来

の
再
会
と
な
る
、
親
友
の
元
気
な
姿
も
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
▼
戦
前
は
『
現

ひ
と
が
み

人
神
j
、
戦
後
は
『
国
の
象
徴
』
と
、
世
間

一
般
で
位
四
付
け
が
様
々
で
す
が
、
戦
後

生
ま
れ
で
神
職
と
な
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、

陛
下
は
国
民
を
代
表
し
、
陛
下
に
し
か
御

奉
仕
で
き
な
い
祭
事
を
司
る
『
最
高
の

神
職
』
で
あ
る
と
思
い
ま
す
▼
一
切
報

道
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
御
公
務
の
中

で
叢
も
重
要
に
さ
れ
て
い
る
の
が
、
神
嘗

祭
に
代
表
さ
れ
る
「
記
呻
叩
醗
』
と
呼
ば

れ
る
祭
事
で
あ
り
、
神
代
か
ら
連
綿
と
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
が
外
国
の
王
室

と
一
線
を
画
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
▼
生
ま
れ
て
初
め
て
入
っ
た

皇
居
、
帰
福
後
何
か
い
い
こ
と
が
あ
り
そ

う
な
、
幸
せ
な
気
分
に
な
っ
た
の
も
、
私

の
正
直
な
気
持
ち
で
す
。
(
M
.
o
)

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
五
0
0
)房

子
雨
葉

杏
子

嘉
治

凌
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